
回3 第

A、
エミ;

;;:b 
丙冊討字化射放

1実講般

集稿予

昭和 34年 10月8--10日

学大岡静於

ム
五
ム
云
ム
f
A

催

字

力学

化学

化

子

析

並ハ

本

本原

本分

口
μ

口H

口
μ



この 報文要旨印刷に際しては 故 仁 科 芳 雄 博 士 を 記 念 す る

仁 科 記 d主、
J~\ 財 団

から多大の財政的御援助を頂き ま し た 。

同財団は記念事業として

仁科記念賞の授与

海外への留学生派遣

研 究奨励金の交付

海外学者の招特

講演会の開催

撃の事 業 を 行 っ て お ら れ ま す。対象とする学問分野は広い意

味での原子物理学とその応用であり，故博士の幅の広い活動範

題が考えられて居ります。

放射化学およびラジオアイソトープ応用に関する研究は故博

士の深い関心をもたれた分野で あり，この討論会に財団から始

め て の 例として援助を頂いたことは誠に意義深く，参会の会員

諸君と共に厚く感謝の意を表した い と 思 い ま す 。


